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いい町　利根町　あなた待ち

2026 年 3月号広報とね広報とね

今月の表紙

　表紙の写真は、今回のシリーズまち・ひと・
しごとで紹介している、トネマチ冬まつり・
ぽかぽかフェスタの会場です。イベントの様
子を紹介していますので、ぜひご覧ください。

鎌倉街道
■住　所　もえぎ野台 5丁目

情報をお寄せください
広報とね「利根町百景」は、読者の皆さまより寄せられた情報をご紹
介するコーナーです。利根町で見つけた美しい景色、珍百景、新百景
など、利根町の魅力となる身近な情報を写真付きでお寄せください。
【応募方法】
写真および紹介文（250文字程度）をメールで下記まで送付してくだ
さい。
総務課秘書広聴係　kouhou@town.tone.lg.jp

　
こ
こ
は
、
鎌
倉
幕
府
と
各
地
を
結
ぶ
主
要

道
路
と
し
て
使
わ
れ
た
「
鎌
倉
街
道
」
で
す
。

町
の
指
定
史
跡
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
歴
史
的

に
貴
重
な
場
所
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
手

に
よ
って
大
切
に
整
備
・
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
街
道
を
進
む
と
、
両
脇
か
ら
木
々
が
ア
ー
チ

の
よ
う
に
伸
び
、
そ
の
先
に
は
、
我
々
を
静
か

に
迎
え
入
れ
る
か
の
よ
う
に
木
々
が
立
ち
並
ん

で
い
ま
す
。
薄
暗
い
道
に
差
し
込
む
木
漏
れ
日

は
と
て
も
幻
想
的
で
、
ま
る
で
別
世
界
に
迷
い

込
ん
だ
か
の
よ
う
な
心
地
に
な
り
ま
す
。

～利根町百景～

利根町公式 SNS は
こちらの二次元コードをスキャン
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遊んで
食べて

体験して

楽しみ新発見

1. 二葉幼稚園による合唱と合奏　2. 若
睦會による太鼓パフォーマンス　3. 実
行委員集合写真　4.フィナーレで打ち
上げられたスカイランタンと足元を照
らす竹灯籠

2

会
場
に
笑
顔
が
溢
れ
る

3
年
ぶ
り
の
冬
ま
つ
り

　

1
月
31
日
、
利
根
町
役
場
に
て
、
利

根
町
観
光
協
会
主
催
の
「
ト
ネ
マ
チ
冬
ま

つ
り
｜
ぽ
か
ぽ
か
フ
ェ
ス
タ
｜
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
令
和
5
年
に
開
催
し
て
以

来
、
役
場
庁
舎
の
大
規
模
改
修
工
事
に

伴
い
開
催
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
、
3
年
ぶ
り
の
復
活
開
催
と
な
り
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
来
場
者
が
訪
れ
ま
し

た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
風
が
強
く
、
身
に
染
み

る
寒
さ
。
そ
れ
で
も
会
場
は
、
家
族
連
れ

や
友
人
同
士
で
訪
れ
た
人
々
の
笑
顔
と
活

気
に
包
ま
れ
、
ま
さ
に
„
ぽ
か
ぽ
か
“
の

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
二
葉
幼
稚
園
の
園
児

た
ち
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の
合
奏
と
歌

声
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
飾
り
、
会
場
を
温

か
く
包
み
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
ゲ
ス
ト
、
け
ん
玉
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

の
Yヤ

ス

A
S
U
さ
ん
、
Kカ

イ

ト

A
I
T
O
さ
ん
に

よ
る
息
を
の
む
ア
ク
ロ
バ
テ
ィッ
ク
な
技
の

数
々
と
、
ゴ
ム
銃
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
タ

マ
さ
ん
に
よ
る
500
連
発
ゴ
ム
銃
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
る
と
、
会
場
か
ら
は

大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
お
こ
り
ま
し

た
。

　
そ
の
ほ
か
、
会
場
内
で
は
ク
ラ
フ
ト
体

験
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
実
施
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
夢
中
に
な
っ
て
作
品
づ

く
り
に
取
り
組
む
姿
が
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
飲
食
ブ
ー

ス
も
多
数
出
店
し
、
温
か
い
食
事
や
ス

イ
ー
ツ
な
ど
冬
な
ら
で
は
の
味
覚
が
来
場

者
の
心
と
体
を
温
め
て
い
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
盤
に
は
、
若
睦
會
に
よ
る

迫
力
あ
る
和
太
鼓
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披

露
さ
れ
、
力
強
い
音
色
が
ホ
ー
ル
に
響
き

渡
り
、
会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
へ
。
そ
し

て
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
制

作
し
た
竹
灯
籠
と
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
の
点

灯
式
。
足
元
を
優
し
く
照
ら
す
竹
灯
籠

の
灯
り
、
暗
闇
に
浮
か
ぶ
色
と
り
ど
り
の

ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
。
幻
想
的
な
光
景
が
広

が
り
、
来
場
者
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
る
締

め
く
く
り
と
な
り
ま
し
た
。
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　コロナ禍や庁舎の大規模改修により開催されていなかった冬まつりですが、3年ぶりに開催するこ
とができ、大変うれしく思います。開催にあたり、出店者の皆さまをはじめ、役場職員、ボランティ
アの方々などのご協力をいただき、無事イベントを終えることができました。
　この冬まつりでは、子どもから大人まで多くの人に「遊んで」いただきたいという思いから、私が
40代から熱中している遊びを詰め込んだ企画でした。今回の冬まつりのテーマ「遊び」を多くの方
が楽しんでくれていることをとてもうれしく感じました。恥ずかしさもあったのか、大人の遊んでいる姿
が少なかったのが心残りですが（笑）。今後も、世代を超えて楽しめるよう工夫を重ねていきたいと考
えています。
　最後になりますが、ご来場いただいた皆さま、そして出店者・スタッフの皆さま、本当にありがとう
ございました。また次の機会に皆さまと笑顔で「遊び」を共有できる日を楽しみにしています。 実行委員長　須

すがい
貝 透

とう ご
悟さん

実行委員長メッセージ

食べる
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K
カ イ ト
AITOさん　
米国けん玉ブランド
GrainTheory プロプ
レイヤー。モデルとし
ても活躍

Y
ヤ ス
ASUさん　
デンマ ークの け ん
玉 ブ ラ ンドKROM 
Kendama プロプレイ
ヤー。オランダとアメリ
カでの国際大会で優勝

ゴム銃工房のタマさん
日本ゴム銃射撃協会所属。ゴム銃専門クリエイター。
TV番組にゴム銃スペシャリストとして参加。
協会世界大会優勝

体験する

遊ぶ
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利 根 町まちの話題
PHOTO NEWS

第 36 回伊藤園第 36 回伊藤園
「おーいお茶新俳句大賞」受賞「おーいお茶新俳句大賞」受賞

下水道の災害復旧支援協定を締結下水道の災害復旧支援協定を締結

　2月 3日、町は（公社）日本下水道管路管理業協会と「災
害時における復旧支援協力に関する協定」を締結しました。
　本協定は、地震などの大規模な災害が発生した場合の復
旧支援協力に関する基本的事項を定め、被災した下水道管
路施設の機能の早期復旧を行うことを目的としたものです。
　協定締結式で椎

し い な
名部会長は、「いつ起こるかわからない

地震・水害に対応できるよう、一層の努力と人材の育成に
努めていきます」とあいさつされました。
　また、山﨑町長は、「高度な専門技術と豊富な経験を持
つ下水道管路管理業協会の皆さまと協力体制を構築できる
ことは、町にとって大変心強く、町民の安全・安心な暮ら
しを守る上で極めて重要な意義を持つものと考えておりま
す」と述べられました。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊
（多文化共生プロモーター）着任式（多文化共生プロモーター）着任式

　町では、国が推進する「地域おこし協力隊制度」を活用
し、令和８年１月より「多文化共生プロモーター」として
奥
お く だ

田晶
しょうこ

子さん（写真左）、池
いけもと

本貴
た か し

至さん（写真右）の２名
に地域おこし協力隊員を委嘱しました。
　奥田隊員、池本隊員は、学校や支援団体などとの連携を
強化し、地域コミュニティの活性化、多文化共生社会の推
進および外国籍住民への生活支援の充実に積極的に取り組
んでいきます。２月上旬には、留学生と協力しクリーンアッ
プを実施しました。詳細は４月号広報に掲載予定です。

嬬恋村自然体験交流事業を実施嬬恋村自然体験交流事業を実施

　１月 24 日・25 日に、利根小学校５・６年生 34 名が
嬬恋村自然体験交流事業に参加しました。
　１日目は甘楽町こんにゃくパークでこんにゃく作り体験
と宿泊先でもある東海大学嬬恋高原研修センターで天体観
測を行い、２日目は鬼押し出し園と八ッ場ダムの見学をし
ました。また、短時間ではありましたが雪遊びもして、冬
ならではの自然に親しみながら、元気いっぱいに過ごしま
した。

（左から）奥
お く だ
田隊員、山﨑町長、池

いけもと
本隊員

　第 36回伊藤園「お～いお茶新俳句大賞」受賞作品が発表
され、約二百万句の応募作品から見事に平

ひらつかとしお
塚利雄さん（利根

町羽根野）の句が入賞しました。
『 鳥帰る雲の扉を押し開けて 』

　入賞作品は「お～いお茶」のパッケージに句が掲載されます。
　平塚さんは若い頃から居酒屋で仲間と句を競い合う「居酒
屋俳句」で腕を磨いてこられました。町の俳句大会でもたび
たび入賞を重ね、現在は句会の講師や大会選者としても活躍
されています。今回の快挙に、「これからも一日一句を心がけ、
俳句の楽しさを大切にしていきたい」と喜びを語っています。

（左）山﨑町長　　（右）平
ひらつかとしお
塚利雄さん

（左）関東支部茨城県部会　椎
し い な
名部会長　（右）山﨑町長
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第第
1６1６
回回　
布
川
一
茶
俳
句
大
会

　

昨
年
11
月
27
日
～
12
月
１
日
、
徳
満
寺
に
お
い
て
「
第
16

回
布
川
一
茶
俳
句
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
利
根
小
学

校
３
年
生
以
上
の
児
童
お
よ
び
利
根
中
学
校
の
全
学
年
が
素

晴
ら
し
い
俳
句
を
詠
ん
で
く
だ
さ
っ
た
結
果
、
一
般
参
加
と

合
わ
せ
て
六
五
〇
句
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
29
日
は
、

徳
満
寺
の
客
殿
か
ら
溢
れ
る
ほ
ど
の
参
加
者
が
見
守
る
中
、

山
﨑
町
長
、
海
老
澤
教
育
長
、
石
井
指
導
課
長
、
生
芝
徳
満

寺
住
職
の
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
12
月
１
日
ま
で
展
示
を
行
い
、
境
内
の
地
蔵
市

と
合
わ
せ
て
た
く
さ
ん
の
方
々
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
布
川
保
育
園
さ
く
ら
組

・
し
ー
ぐ
ら
す
き
ら
き
ら
ひ
か
る
な
つ
の
う
み　
　
　
れ
み

・
か
い
ひ
ろ
い
い
ろ
ん
な
か
た
ち
に
じ
も
よ
う　
　
　
そ
う
し

・
ぼ
く
あ
い
す
ぱ
ぱ
の
く
る
ま
は
あ
る
は
あ
ど　
　
　
は
や
と

・�

か
ぞ
く
り
ょ
こ
う
お
ん
せ
ん
で
か
ら
だ
ぽ
っ
か
ぽ
か　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
す
け

・
お
い
も
ほ
り
だ
ん
ご
み
た
い
で
た
の
し
い
な　
　
　
り
お

・
す
い
ぞ
く
か
ん
す
う
っ
と
お
よ
ぐ
あ
か
い
た
い　
　
て
る
ま

・
そ
ら
ふ
ね
は
ま
え
と
う
し
ろ
に
う
ご
い
た
よ　
　
　
り
な

・�

な
つ
ま
つ
り
り
ん
ご
あ
め
を
か
っ
た
よ
た
の
し
か
っ
た
よ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き

・
な
つ
ま
つ
り
お
そ
ら
に
は
あ
と
き
れ
い
だ
ね　
　
　
の
の
か

　
小
中
学
生
の
部

一
茶
句
会
賞

・
利
根
川
の
足
か
ら
ひ
び
く
花
火
か
な�

利
根
小
五
年　
小
川　
杏
莉

町
長
賞

・
ス
マ
ホ
に
は
思
い
出
つ
め
た
夏
休
み�

利
根
中
二
年　
中
村　
蒼
祐

教
育
長
賞

・
そ
っ
と
来
て
宿
題
見
て
行
く
あ
げ
は
ち
ょ
う�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

利
根
小
六
年　
中
川　
総
司

徳
満
寺
賞　
　
　

・
流
れ
星
願
い
願
え
ば
ゆ
め
か
な
う�

利
根
小
四
年　
海
老
原
彩
凪

―
敬
称
略
―

　
一
般
の
部

一
茶
句
会
賞　

・
軽
ト
ラ
の
沈
む
ま
で
積
む
今
年
米　
　
　

町
長
賞

・
風
変
は
る
夕
暮
れ
時
や
韮
の
花　
　
　
　
　

教
育
長
賞

・
盛
り
上
手
有
田
小
鉢
に
菊
膾

徳
満
寺
賞

・
住
む
星
は
病
ん
で
居
ら
ぬ
か
月
に
問
ふ　
　
　

特
選

・
願
ひ
ご
と
写
経
に
込
め
る
式
部
の
実　

・
老
い
て
ま
た
二
人
暮
し
や
菖
蒲
の
湯

・
鶏
頭
の
色
鮮
や
か
に
妻
の
墓

・
茫
茫
と
風
の
常
陸
や
走
り
蕎
麦

・
衰
へ
に
ブ
レ
ー
キ
か
け
て
秋
祭

・
思
ひ
出
す
故
山
自
在
に
鬼
や
ん
ま

・
来
し
方
を
感
謝
一
文
字
除
夜
の
鐘

・
稲
を
刈
る
農
夫
の
影
の
い
き
い
き
と

・
掛
大
根
一
筆
描
き
の
筑
波
か
な

・
幸
せ
を
心
に
留
め
て
敬
老
会

龍
ケ
崎
市　

 

伊
沢
と
よ
子

利
根
町　
　

 

丸
山　
英
子

龍
ケ
崎
市　

 

小
宮　
光
司

利
根
町　
　
竹
内
恵
美
子

利
根
町　
　
多
田　
芳
子

龍
ケ
崎
市　
中
山
美
恵
子

龍
ケ
崎
市　
半
田　
健
州

龍
ケ
崎
市　
白
取　
せ
ち

利
根
町　
　
若
松　
充

利
根
町　
　
井
手　
澄
子

利
根
町　
　
中
村　
君
江

利
根
町　
　
菊
地
き
よ
子

龍
ケ
崎
市　
本
谷　
英
基

利
根
町　
　
香
取　
こ
う

第
１４
回
布
川
一
茶
俳
句
会

回
布
川
一
茶
俳
句
会

「
投
句
箱
優
秀
句
」
の
発
表　
７
月
～
１２
月

・
日
向
ぼ
こ
老
い
て
一
人
を
楽
し
め
る　

�

つ
く
ば
市　
矢
野
し
げ
子

・
い
く
山
河
こ
え
て
八
十
路
の
春
日
和　

�

利
根
町　
　
若
松　
恭
子

・
大
掃
除
脚
立
押
さ
え
に
妻
を
呼
ぶ

�

利
根
町　
　
水
田　
俊
雄

・
訓
練
の
杖
つ
き
歩
行
秋
深
し　
　
　

�

龍
ケ
崎
市　
半
田　
健
州

・
身
の
丈
の
暮
し
や
餅
の
膨
ら
み
ぬ

�

龍
ケ
崎
市　
高
嶺　
み
ほ

・
笹
鳴
く
や
道
を
問
は
れ
て
道
連
れ
に

�

利
根
町　
　
多
田　
芳
子

・
一
握
り
手
渡
し
も
ら
ふ
蕗
の
薹 

�

利
根
町　
　
石
川　
陽
子

・
書
き
足
ら
ぬ
想
ひ
賀
状
の
左
馬

�

印
西
市　
　
関
根　
早
苗

・
湯
豆
腐
の
湯
気
の
向
か
う
や
父
の
ゐ
て

�

利
根
町　
　
井
手　
澄
子

・
朝
月
を
か
か
げ
明
け
ゆ
く
霜
の
屋
根

�

利
根
町　
　
杉
山
美
佐
子

選
者
「
馬
酔
木
」
同
人　
斉
藤
玲
子
先
生

応
募
数
９４
句　
順
不
同
・
敬
称
略

▼
問
い
合
わ
せ
・
事
務
局

　
香
取　
☎
０
９
０
‐
３
６
９
０
‐
１
２
０
６

※�

俳
句
は
、
年
齢
や
経
験
を
問
わ
ず
だ
れ
で
も
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
日
常
の
何
気
な
い
出
来
事
の
中

に
素
晴
ら
し
い
も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。



※�

登
録
済
の
方
に
は
、
案
内
は
が
き
を
送
付
し
ま
す

▼
令
和
８
年
度
集
合
注
射
時
の
料
金
案
内

・
新
規
登
録
の
場
合

　
５
４
０
０
円
（
①+

②+

③
）

・
登
録
済
の
場
合

　
３
４
０
０
円
（
②+

③
）

※�

つ
り
銭
の
な
い
よ
う
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

①
登
録
手
数
料　
　
　
　
２
０
０
０
円

②
狂
犬
病
予
防
注
射
料　
３
０
０
０
円

③
注
射
済
票
交
付
手
数
料   

４
０
０
円

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
16
歳
以
上
の
方
が

運
転
す
る
自
転
車
の
交
通
違
反
に
対
し
て
、
交
通

反
則
通
告
制
度
（
青
切
符
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

交
通
反
則
通
告
制
度
が
適
用
さ
れ
る
と
、
一
定
の

交
通
違
反
を
し
た
運
転
者
に
対
し
て
、
車
や
バ
イ

ク
と
同
様
に「
青
切
符
」に
よ
る
反
則
通
知
を
行
い
、

各
反
則
行
為
に
定
め
ら
れ
た
反
則
金
の
納
付
が
通

告
さ
れ
ま
す
。
自
転
車
に
関
す
る
交
通
ル
ー
ル
を

改
め
て
確
認
し
、
遵
守
す
る
よ
う
に
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。

▼
対
象
と
な
る
反
則
行
為
の
一
例

・
通
行
区
分
違
反
（
右
側
通
行
や
歩
道
走
行
な
ど
）

　
反
則
金　
6
0
0
0
円

・
信
号
無
視　
反
則
金　
6
0
0
0
円

・
無
灯
火　
　
反
則
金　
5
0
0
0
円

　
反
則
行
為
は
右
記
以
外
に
も
1
0
0
種
類
以
上

あ
り
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
茨
城
県
警
察
の

サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
課　
消
防
交
通
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
２
４
）

茨城県警察

町公式ホームページ

暮らしの情報欄

8令和 8年 3月（No.744）

狂
犬
病
予
防
注
射
と
犬
の
登
録

　
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
狂

犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
な
お
、
獣
医
師
に
よ
り
、
注
射
が
で
き
な
い
と
判

断
さ
れ
た
場
合
は
、
動
物
病
院
で
狂
犬
病
予
防
注
射

猶
予
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
い
、
生
活
環
境
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
予
防
注
射
の
際
は
、
犬

の
登
録
も
受
け
付
け
ま
す
。

※
次
の
場
合
は
別
途
お
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
犬
が
死
亡
し
た
場
合

・
所
有
者
や
所
在
地
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

▶集合注射日程
実施日 場所 時間

４
月
10
日
㈮

利根町保健福祉センター車庫前   9：00～  9：15

早尾台緑地広場   9：30～ 10：10

もえぎ野台自然公園 10：30～ 11：00
利根フレッシュタウン第３公園
（利根排水場（旧水道課）横） 11：20～ 11：50

布川地区コミュニティセンター
（旧すこやか交流センター横） 13：00～ 13：30

利根ニュータウン風の公園
（ショッピングセンター付近） 13：45～ 14：15

４
月
12
日
㈰

利根親水公園 8：50～ 9：10

文間地区農村集落センター 9：30～ 9：40

利根東部農村集落センター 10：00～ 10：10

利根町生涯学習センター 10：30～ 11：00

利根町役場玄関前 11：30～ 12：30

・フンなどの後始末をお願いします。
　（なるべく事前に済ませておいてください）

・犬を押さえられる人が連れてきてください。
　（暴れると注射ができません）

・�犬の体調が悪い場合は、注射前に必ず申し出てく
ださい。

・�はがき表面の問診票に記入し、持参してください。

・�開始時間に間に合うよう、余裕を持ってお越しく
ださい。
　�左記日程以外でも、各動物病院で狂犬病予防注射
が受けられますので必ず実施してください。その
場合は、注射済証明証を生活環境課へ必ず提出し
てください。

▶集合注射時のお願い

病院名 所在地 連絡先

もえぎの動物病院 利根町奥山 643-1 ６８－８２３８

わかくさ動物病院 利根町横須賀 655 ６８－７９３９

竜ヶ崎中央獣医科病院 龍ケ崎市馴柴町 785-2 ６４－３２８８

●次の病院では、注射と同時に利根町役場での手続き（犬の登録、注射済証明書交付）を行うことができます。

▶�問い合わせ　
生活環境課　環境衛生係　　　
☎６８－２２１１（内線２３７）

自
転
車
の
交
通
違
反
に
交
通
反
則
通
告

制
度
（
青
切
符
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
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国
民
年
金
保
険
料
の
学
生
納
付
特
例
制
度

　
20
歳
か
ら
保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
学
生
の
方
に
は
、
申
請
に

よ
り
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
将
来
の
年
金
受
給
権
や
障
害
基
礎

年
金
の
受
給
資
格
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間

　
４
月
～
翌
年
３
月

※�

申
請
月
か
ら
２
年
１
カ
月
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
申
請
可
能

　

�（
申
請
時
点
で
２０
歳
を
迎
え
た
方
は
誕
生

日
前
日
の
月
か
ら
）

▼
申
請
で
き
る
方

　
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
校
に
在
学
し

て
お
り
（
過
年
度
分
は
在
学
し
て
い
た
方
）、

申
請
年
度
の
前
年
所
得
が
次
の
金
額
以
下
の

方
ま
た
は
失
業
な
ど
の
理
由
が
あ
る
方
。

◎
所
得
基
準

　

�

１
２
８
万
円
＋
扶
養
親
族
の
数
×
38
万
円

　

+

社
会
保
険
料
控
除
等

※�

所
得
審
査
の
対
象
は
申
請
者
本
人
の
み

▼
対
象
者

　
大
学
（
大
学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
専
修
学

校
・
各
種
学
校
（
※
１
）、
一
部
の
海
外
大
学

の
日
本
分
校
（
※
２
）、
夜
間
・
定
時
制
課
程

や
通
信
課
程
の
学
生

　
対
象
と
な
る
学
校
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
学
生
納
付
特
例
対
象
校

一
覧
」
か
ら
確
認
で
き
ま
す
。

※�

１　
修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
に
在

学
し
て
い
る
こ
と
（
私
立
の
各
種
学
校
に

つ
い
て
は
都
道
府
県
知
事
の
認
可
を
受
け
た

学
校
）

※�

２　
日
本
国
内
に
あ
る
学
校
で
あ
っ
て
、
文

部
科
学
大
臣
が
個
別
に
指
定
し
た
課
程

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
ま
た
は
年
金
手
帳

・
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
原
本
）

※�

有
効
期
限
（
在
学
証
明
書
は
在
学
期
間
）
が

記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
。

※�

日
本
と
海
外
の
両
大
学
に
所
属
し
て
い
る
場

合
は
、対
象
校
で
あ
る
こ
と
を
ご
確
認
の
上
、

ど
ち
ら
か
の
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・�

退
職
し
た
方
が
申
請
を
行
う
場
合
、
退
職
し

た
事
実
が
確
認
で
き
る
書
類

・�

対
象
者
本
人
、
同
じ
世
帯
以
外
の
方
が
来
庁

さ
れ
る
場
合
は
委
任
状
（
保
険
年
金
課
の
窓

口
や
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
あ

り
ま
す
）

　
申
請
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
決
定
通
知
書

が
届
く
ま
で
の
間
、
文
書
や
電
話
に
よ
り
納
付

の
ご
案
内
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
審
査
期
間
は
、
２
～
３
カ
月
ほ
ど
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

�

土
浦
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課
（
土
浦
市

小
松
1
‐
3
‐
33
ハ
ト
リ
ビ
ル
1
・
2
階
）

　

�

☎
０
２
９
‐
８
２
５
‐
１
１
７
０

　

�

自
動
音
声
に
従
っ
て
【
２
】
の
あ
と
に
【
２
】

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
年
金
課　
医
療
年
金
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
７
７
）

　
町
で
は
、
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
、
窓

口
業
務
で
使
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
、
国
が
定

め
た
標
準
仕
様
に
準
拠
し
た
シ
ス
テ
ム
（
標

準
準
拠
シ
ス
テ
ム
）に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、

固
定
資
産
税
に
関
す
る
証
明
書
な
ど
の
様
式

が
一
部
廃
止
・
変
更
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
証
明
書
が
新

規
に
追
加
さ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
公
課
証
明
書
お
よ
び
評
価
証

明
書
は
、
土
地
と
家
屋
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に

発
行
し
て
い
ま
し
た
が
、
標
準
化
に
伴
い
、

土
地
と
家
屋
が
１
枚
の
証
明
書
に
ま
と
め
て

記
載
さ
れ
ま
す
。
廃
止
と
な
る
証
明
書
に
つ

き
ま
し
て
は
、
必
要
な
記
載
項
目
を
ご
確
認

の
う
え
、
土
地
・
家
屋
公
課
証
明
書
な
ど
代

替
の
証
明
書
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

土地公課証明書 名称を「固定資産（土地・家屋）公課証明書」に変更します。
土地・家屋をあわせて記載します。
１枚あたりの記載件数は５件です。（手数料：300円／枚）家屋公課証明書

土地評価証明書 名称を「固定資産（土地・家屋）評価証明書」に変更します。
土地・家屋をあわせて記載します。
１枚あたりの記載件数は５件です。（手数料：300円／枚）家屋評価証明書

固定資産課税台帳・名寄帳 名称を「名寄帳兼（補充）課税台帳」に変更します。
（台帳閲覧：300円・コピー代 10円／枚）

▶名称・仕様を変更するもの

償却資産証明書 所有する償却資産の区分（構築物、機械および装置など）ごとに
価格、課税標準額などが記載されます。（手数料：300円／枚）

償却資産評価証明書 所有する償却資産の区分（構築物、機械および装置など）ごとに
評価額などが記載されます。（手数料：300円／枚）

償却資産公課証明書
所有する償却資産の区分（構築物、機械および装置など）ごとに
評価額、課税標準額、相当税額などが記載されます。
（手数料：300円／枚）

▶新規に追加するもの

登載証明書
土地・家屋公課証明書、土地・家屋評価証明書、名寄帳兼（補充）
課税台帳などを取得してください。

評価額通知書

記載事項証明書

▶廃止になるもの

固
定
資
産
税
に
関
す
る
証
明
書
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

▶�問い合わせ　税務課　資産税係　☎６８－２２１１（内線２０７）



若
者
の
引
越
し
・

賃
貸
借
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
‼

消
費
生
活
相
談
だ
よ
り

▼
問
い
合
わ
せ

①�

ま
ち
未
来
創
造
課　
消
費
生
活
相
談
窓
口

毎
週
月
・
水
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）

　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５
時

　
リ
モ
ー
ト
相
談
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
！　

　
毎
週
火
・
木
曜
日
（
要
予
約
）

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
２
４
６
）

②
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�

平
日
と
日
曜
日
（
日
曜
日
は
電
話
の
み
、

年
末
年
始
を
除
く
）

　
�

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
日
曜
日
は
午
後

４
時
ま
で
）

　
☎
０
２
９
‐
２
２
５
‐
６
４
４
５

③�

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
）
年
末
年
始
を
除
く

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
☎
１
８
８
（
い
や
や
！
）

※�

他
市
町
村
への
ご
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

暮らしの情報欄

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　
赤
ち
ゃ
ん
の
皮
膚
の
厚
さ
は
、
大
人
の
肌
の
厚
さ

の
８
割
ほ
ど
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
は

外
か
ら
の
刺
激
を
受
け
や
す
い
状
態
に
な
っ
て
い
ま

す
。
肌
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
外
的
刺
激
か
ら
身
体
を
守

る
た
め
の
バ
リ
ア
機
能
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
湿

疹
や
乾
燥
が
あ
る
部
分
は
肌
の
バ
リ
ア
機
能
が
低
下

し
、
外
的
刺
激
が
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
っ

か
り
保
湿
を
し
て
肌
の
バ
リ
ア
機
能
を
高
め
る
こ
と

で
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
や
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、

お
む
つ
か
ぶ
れ
な
ど
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

◎
ス
キ
ン
ケ
ア
の
ポ
イ
ン
ト

①�

泡
立
て
た
石
鹸
で
優
し
く
洗
っ
た
後
、
石
鹸
が
残

ら
な
い
よ
う
流
し
ま
し
ょ
う
。

②�

入
浴
後
す
ぐ
保
湿
剤
を
塗
り
ま
し
ょ
う
。
し
わ
の

間
や
関
節
は
伸
ば
し
て
塗
り
ま
し
ょ
う
。

③�

保
湿
剤
は
、
少
な
い
量
を
す
り
こ
む
よ
う
に
塗
る

と
肌
を
傷
つ
け
て
し
ま
い
ま
す
。
適
切
な
量
を
優

し
く
塗
り
ま
し
ょ
う
。

◎
塗
る
量
の
目
安

　

大
人
の
手
の
ひ
ら
両
手
分
の
広
さ
に
塗
る
場
合
、

左
記
の
量
を
目
安
に
全
身
に
塗
り
ま
し
ょ
う
。

・�

軟
膏
・
ク
リ
ー
ム　
→　
人
差
し
指
の
第
一
関
節

か
ら
指
先
ま
で
（
約
2
・
5
㎝
）

・
ロ
ー
シ
ョ
ン　
→　
1
0
0
円
玉
程
度

▼
問
い
合
わ
せ

問
子
育
て
支
援
課　
母
子
保
健
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
４
８
）

子
ど
も
の
ス
キ
ン
ケ
ア

10令和 8年 3月（No.744）

　
春
は
若
者
が
新
生
活
を
始
め
る
時
期
の
た

め
、
引
越
し
や
賃
貸
住
宅
の
契
約
ト
ラ
ブ
ル

が
多
く
み
ら
れ
、全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

に
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
相
談
事
例

◎�

娘
が
入
学
し
た
大
学
の
近
く
に
ア
パ
ー
ト
を

借
り
た
。
引
越
し
業
者
が
荷
物
を
運
び
込
む

と
き
に
ア
パ
ー
ト
の
壁
に
傷
を
つ
け
て
し

ま
っ
た
。
連
絡
し
て
も
い
つ
ま
で
も
補
修
し

て
も
ら
え
な
い
。

②�

息
子
が
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
、
賃
貸
マ
ン

シ
ョ
ン
を
退
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
退
去

費
が
敷
金
だ
け
で
は
不
足
だ
と
言
わ
れ
、
追

加
で
高
額
な
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
や
壁

紙
の
張
替
え
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

▼
ア
ド
バ
イ
ス

◎�

契
約
時
の
確
認
が
大
切
で
す
。
契
約
書
類

の
特
約
な
ど
は
よ
く
確
認
し
て
、
疑
問
点

は
質
問
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

賃
貸
物
件
の
内
覧
の
と
き
は
、
不
動
産
会

社
と
一
緒
に
傷
な
ど
を
確
認
し
、
部
屋
の

写
真
を
撮
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
入
居
前

の
写
真
が
あ
れ
ば
、
ト
ラ
ブ
ル
の
際
の
証

拠
に
な
り
ま
す
。

◎�

退
去
時
の
原
状
回
復
に
つ
い
て
は
、
入
居

前
か
ら
、
国
土
交
通
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
を
読
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。　

〈
参
考
：
消
費
者
庁
・
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
・

国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
原
状
回
復

を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」〉

取手北相馬休日夜間診療所（内科・外科）
取手市野々井１９２６番地
（取手北相馬保健医療センター医師会病院内）
☎０２９７－７８－６１１１
※必ず事前に医療機関に電話をしてください。
診療時間　土曜日：17時～翌朝 9時
　　　　　日曜日、祝日・年末年始：9時～翌 9時

休日・夜間の受診が必要なとき

050-5445-2856

受診を迷ったり・誰かに相談したいとき



ぼうさい掲示板

▶問い合わせ　　防災危機管理課　防災係　　☎６８－２２１１（内線３２２）

11 令和 8年３月（No.744）

利根町行政アプリの防災情報確認方法について
　町民の皆さまが情報を得やすいように防災行政無線の情報や気象情報などを取得できるようまとめていま
す。災害時に必要な情報を集約していますので、ぜひご活用ください。
　インストール方法や画面遷移については、下記のとおりとなります。
　いざという時に備えて、行政アプリのインストールと、機能のご確認をお願いします。

行政アプリのインストール方法および防災情報の確認方法について
アプリのダウンロードは下記の二次元コードから

App　Store
（iOS版）

Google　Play
（Android版）

※�アプリの使用は無料ですが、ダウンロードや通信費は各回線ごとの
ご負担となります。

機能①
防災行政無線の最新情報を文字、音声で
確認できます。

機能②
気象庁などのホームページから必要な防災
情報を取得できます。

防災情報の機能について

機能③
避難所の一覧や、開設している場合は、
開設避難所を確認できます。

機能④
町の洪水ハザードマップなどを確認でき
ます。



凡例＝問問い合わせ /　申し込み

募
　
集

　
ご
近
所
や
ご
友
人
を
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
遊

び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
日
時　
3
月
2８
日
㈯　
午
前
10
時
～
午
後
8
時

　
　
　
　
　
　
29
日
㈰　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

▼
場
所　
利
根
町
役
場　
特
設
会
場

※
駐
車
は
と
ね
っ
子
公
園
へ
お
願
い
し
ま
す

問
さ
く
ら
ま
つ
り
実
行
委
員
会
長　
石
橋　
達
夫

　
☎
０
９
０
‐
７
２
３
９
‐
０
７
１
６

第
11
回
利
根
町
さ
く
ら
ま
つ
り

12令和 8年 3月（No.744）

お 知 ら せ
T O N E 　 I n f o r m a t i o n

利根町役場
〒 300-1696

茨城県北相馬郡利根町布川 841-1
tel 0297-68-2211（代表）
fax 0297-68-7990

イ
ベ
ン
ト
・
講
習

　
毎
月
第
３
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
、

地
元
の
農
家
さ
ん
が
生
産
し
た
「
時
季
の
新
鮮
で
安

心
、安
全
な
野
菜
」
の
直
売
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

▼�

日
時　
４
月
２０
日
㈪　
午
前
9
時
～

※
売
り
切
れ
次
第
終
了

▼
場
所
　
役
場　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

問
農
業
政
策
課　
農
業
振
興
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
４
３
５
）

新
鮮
野
菜
直
売
会

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
（
認
知
症
カ
フ
ェ
）

◎
響
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

▼
日
時　
４
月
１７
日
㈮　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
複
合
福
祉
施
設　
響

▼
参
加
費　
１
０
０
円

問
複
合
福
祉
施
設　
響　
☎
61
‐
８
５
０
０

◎�

あ
ら
き
ハ
ウ
ス（
旧
荒
木
医
院
）オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

▼
日
時
　
４
月
２９
日
㈬　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▼
場
所
　
あ
ら
き
ハ
ウ
ス（
布
川
２
８
５
１
‐
２
）

▼
参
加
費　
１
０
０
円

問
あ
ら
き
ハ
ウ
ス　

　
☎
０
９
０
‐
２
５
２
９
‐
７
９
９
９

　
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
ア
プ
リ
」
が
２
０
２
５

年
4
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
受
付
や
催
行
情
報
の
お
知
ら
せ
通
知
の
ほ

か
、
新
機
能
と
し
て
、
ア
プ
リ
内
で
マ
ッ
プ
が
表

示
さ
れ
、
コ
ー
ス
を
見
な
が
ら
迷
わ
ず
歩
く
こ
と

が
で
き
た
り
、
コ
ー
ス
検
索
か
ら
参
加
ま
で
ア
プ

リ
で
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

参
加
し
た
コ
ー
ス
の
歩
行
距
離
や
歩
数
を
記
録
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら

問
政
策
企
画
課　
政
策
企
画
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
３
６
）　

　
町
と
J
R
東
日
本
千
葉
支
社
の
共
催
に
よ
る
駅

か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
「
利
根
川
桜
づ
つ
み
と
新
緑
の

歴
史
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。
約

１
ｋ
ｍ
に
渡
っ
て
美
し
い
桜
の
ト
ン
ネ
ル
が
形
成

さ
れ
る
「
利
根
川
桜
づ
つ
み
」
の
光
景
は
ま
さ
に

圧
巻
で
す
！

　
奥
深
い
利
根
町
の
「
歴
史
」
と
ふ
れ
あ
う
ハ
イ

キ
ン
グ
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

　
3
月
27
日
㈮
～
3
月
29
日
㈰
※
雨
天
決
行

▼
受
付
場
所
　
J
R
成
田
線
布
佐
駅
改
札
口
前

▼
受
付
時
間　

　
午
前
9
時
30
分
～
11
時
45
分
（
3
日
間
同
じ
）

▼
コ
ー
ス

　
布
佐
駅
→
徳
満
寺
→
金
刀
比
羅
神
社
→
赤
松
宗

旦
旧
居
跡
→
来
見
寺
→
布
川
神
社
→
柳
田
國
男
記

念
公
苑
→
利
根
っ
子
公
園
→
利
根
川
桜
づ
つ
み
→

利
根
町
役
場
→
布
佐
駅

（
コ
ー
ス
距
離
は
約
８
・
５
km
）

▼
そ
の
他　
事
前
予
約
な
ど
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
利
根
川
桜
づ
つ
み
と
新
緑
の
歴
史
め

ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ
」
開
催

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
ア
プ
リ
の
ご
案
内

�

問
政
策
企
画
課　
政
策
企
画
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
３
３
６
）

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

教
室
参
加
者
募
集

頭
の
体
操
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
・
ブ
リ
ッ
ヂ

教
室
参
加
者
募
集

～
知
的
な
大
人
の
社
交
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
～

　
４
人
で
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
対
面
し
た
２
組
の

ペ
ア
が
得
点
を
競
い
合
う
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
で
す
。

　
脳
の
活
性
化
に
良
い
と
、
世
界
中
の
知
識
人
に

愛
好
者
が
多
く
、
１
３
０
カ
国
１
億
人
以
上
の
方

が
競
技
を
楽
し
む
知
的
頭
脳
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
ぜ
ひ
、
友
人
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▼�

場
所
・
日
時

　
①
利
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

　
　
毎
週
火
曜
日　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
②�

北
文
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
（
龍
ケ
崎
市
長
沖
町
８
１
３
）

　
　
毎
週
水
・
土
曜
日　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
参
加
費　
無
料
（
道
具
貸
し
出
し
あ
り
）

▼
資
料
代　
１
０
０
円
（
コ
ピ
ー
代
）

▼
募
集
人
数　
７
名
（
年
齢
・
性
別
問
わ
ず
）

問
・

�

増
田　
☎
０
２
９
７
‐
66
‐
０
４
９
７

　
　
　
（
午
後
５
時
以
降
）



介
護
者
の
つ
ど
い

13 令和 8年３月（No.744）

凡例＝問問い合わせ /　申し込み

　

今
回
『
利
根
英
会
話
ク
ラ
ブ
（TO

N
E　

English C
lub

）』
で
は
、
左
記
３
つ
の
異
な
る

英
会
話
ク
ラ
ブ
の
会
員
募
集
を
行
い
ま
す
。
英
会

話
入
門
、
や
さ
し
い
英
語
な
ど
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
友
人
な
ど
を
お
誘
い
の
上
、
ご
参
加
下

さ
い
。（
下
記
①
、②
、③
ど
の
ク
ラ
ブ
で
も
Ｏ
Ｋ
）

▼�

内
容　

テ
キ
ス
ト
以
外
に
、
随
時japan 

tim
es A

lpha

の
記
事
、
英
語
の
歌
や
映
画

鑑
賞
、M

y topics

な
ど
ご
用
意
。
楽
し
く

英
会
話
を
学
び
、
頭
の
体
操
や
ボ
ケ
防
止
に
も

役
立
ち
ま
す
。

▼
参
加
費　
１
５
０
０
円
（
月
２
回
）

　
（
月
１
回
１
０
０
０
円
）

▼
募
集
人
数　
各
ク
ラ
ブ
６
名
（
先
着
順
）

▼�

開
催
日　

　
前
期
と
後
期
の
６
カ
月
の
計
画
表
配
布

※
３
つ
の
ク
ラ
ブ
と
も
共
通
。

T
E
C
「
利
根
英
会
話
ク
ラ
ブ
」

会
員
募
集

①
楽
し
い
英
会
話　
テ
キ
ス
ト
代

・�『
ネ
イ
テ
ィ
ブ
厳
選
必
ず
使
え
る
英
会
話
ま
る

覚
え
』
１
１
０
０
円

・�『
魔
法
の
コ
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
会
話
表
現

１
０
０
０
』
１
３
２
０
円

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
B

▼
日
時　
毎
月
２
回
、
原
則
木
曜
日　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

②
や
さ
し
い
英
語　
テ
キ
ス
ト
代

・�

ア
メ
リ
カ
口
語
教
本
（
入
門
編
）
Ｃ
Ｄ
２
枚
付

き　
２
０
９
０
円

・�

魔
法
の
英
会
話
～
フ
レ
ー
ズ
５
０
０
～
Ｃ
Ｄ
１

枚
付
き　
１
１
０
０
円

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
B

▼
日
時　
毎
月
２
回
、
原
則
土
曜
日　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時　

③N
ew
 Tow

n 

や
さ
し
い
英
語　
テ
キ
ス
ト
代

・�
ア
メ
リ
カ
口
語
教
本
（
入
門
編
）
Ｃ
Ｄ
２
枚
付

き　
２
０
９
０
円

・�

魔
法
の
英
会
話
～
フ
レ
ー
ズ
５
０
０
～
Ｃ
Ｄ
１

枚
付
き　
１
１
０
０
円

▼
場
所　
利
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
集
会
所

▼
日
時　
毎
月
２
回
、
原
則
水
曜
日　

　
午
前
９
時
～
10
時
30
分　

※
利
根
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
居
住
者
が
対
象

▼
講
師　
大お
お
い
し石　

篤あ
つ
み美

氏　
関
西
外
国
語
大
学　

　
英
米
語
学
科
卒
（
英
語
科
教
員
免
許
有
）

問
大
石　

oishi1@
outlook.com

　

　
☎
68
‐
５
６
６
１

▼
日
時
　
４
月
６
日
㈪　
午
前
９
時
～
午
後
１
時

▼�

相
談
内
容
　
借
金
問
題
、
離
婚
、
相
続
・
贈
与

の
問
題
、
土
地
（
借
地
）・
建
物
の
ト
ラ
ブ
ル
、

境
界
争
い
、
夫
婦・親
子
な
ど
家
庭
内
の
問
題
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、セ
ク
ハ
ラ
、Ｄ
Ｖ
問
題
、

交
通
事
故
な
ど

▼
相
談
受
付
件
数　
12
件
ま
で（
１
人
20
分
程
度
）

　�

相
談
日
前
日
ま
で
の
電
話
予
約
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
当
日
空
き
が
あ
る
場
合
は
、
当
日
も
受

け
付
け
ま
す
。

問
福
祉
課　
社
会
福
祉
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
２
２
）

相
　
談

無
料
法
律
相
談
会

▼�
日
時　

�
毎
週
火
・
木
・
土
・
日
曜
日　

　
　
　
　
午
前
９
時
～
11
時

▼�

場
所　
龍
ケ
崎
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　
　

　
　
　
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
（
龍
ケ
崎
市
高
須
町
４
１
４
５
）

▼
参
加
費　
無
料
（
道
具
貸
し
出
し
あ
り
）

▼
対
象
者　
成
人
で
元
気
な
方
（
定
員
５
名
）

▼�

そ
の
他　
荒
天
中
止
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
問

い
合
わ
せ
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
・

��

増
田　
☎
０
２
９
７
‐
66
‐
０
４
９
７

　
　
　
（
午
後
５
時
以
降
）

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

教
室
参
加
者
募
集

　
『
介
護
者
の
つ
ど
い
』
は
、
介
護
者
同
士
が
集

ま
り
、
毎
月
第
２
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

座
談
会
や
食
事
会
な
ど
を
通
し
て
情
報
交
換
を
行

い
、
お
互
い
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、利
根
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
共
催
で
、

新
年
会
な
ど
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
企
画
も
あ
り
ま
す

の
で
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
４
月
８
日
㈬

　
　
　
　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

▼
場
所　
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容　

�

懇
談
会

▼
参
加
費　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

※
イ
ベ
ン
ト
時
は
実
費
負
担
あ
り

�

問
利
根
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
３
１
）



凡例＝問問い合わせ /　申し込み

▼
開
設
日
時　

　
３
月
15
日
㈰
・
４
月
５
日
㈰
・
２６
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
正
午

※�

必
ず
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

交
付
申
請
は
受
け
付
け
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
記
載
内
容
変
更
・
電
子

証
明
書
の
更
新
・
暗
証
番
号
の
再
設
定
は
受
け
付

け
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
カ
ー
ド

休
日
交
付
専
用
窓
口
開
設

そ
　
の
　
他

　
平
日
に
役
場
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
方
の
た
め
、

パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
窓
口
を
日
曜
日
に
開
設
し
ま
す
。

▼
開
設
日　
4
月
5
日
㈰
、
26
日
㈰

▼
受
付
時
間　
午
前
8
時
30
分
～
正
午

▼
取
扱
業
務　

　
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
（
受
け
取
り
）
の
み

※
新
規
申
請
・
変
更
申
請
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
場
所　
役
場
1
階　
住
民
課

※�

日
曜
日
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
役
場
住
民
課

に
事
前
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い

※�
事
前
に
「
収
入
印
紙
」
と
「
県
収
入
証
紙
」
を

商
工
会
で
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
役
場
で
は
販

売
し
て
い
ま
せ
ん
。
商
工
会
で
は
平
日
の
み
購

入
可
能
）

※�

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
決
済
も
可
能
で
す
。申
請
受
付
時
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
に
届
く
お
知
ら
せ
の
U
R
L
よ
り
事
前
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

�

問
住
民
課　
窓
口
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

４
月
か
ら
休
日
パ
ス
ポ
ー
ト

交
付
（
受
け
取
り
）
窓
口
を
開
設
し
ま
す

　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら
施
設
使
用
料
を
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
本
施
設
は
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
や
交
流

の
場
と
し
て
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
、
今
後
も
円
滑
な
施
設
運
営
を
行
っ
て
い

く
た
め
、
徴
収
す
る
も
の
で
す
。

　
使
用
料
は
、
利
用
す
る
部
屋
の
種
類
や
利
用
時

間
の
ほ
か
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
ま
た
は
、
町

外
の
方
と
い
っ
た
利
用
区
分
な
ど
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　

使
用
料
の
一
覧
や
申
込
方
法
、
予
約
の
流
れ
、

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項
な
ど
、
詳
細
に
つ

い
て
は
、
左
記
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
利
根
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
庶
務
係

　
☎
68
‐
８
２
９
１

と
ね
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
ら
の
お
知
ら
せ

行
政
書
士
無
料
相
談
会

▼�
日
時　
３
月
1５
日
㈰　

　
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
場
所　
利
根
町
文
化
セ
ン
タ
ー　
1
階
講
座
室

▼
相
談
受
付　
事
前
予
約
（
6
組
ま
で
）

▼�

相
談
内
容　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
外
国

人
の
在
留
資
格
、
官
公
署
の
許
認
可
全
般

　

�

午
前
10
時
～
午
後
2
時

※
相
談
日
の
3
日
前
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
む

問
☎
０
９
０
‐
１
６
０
３
‐
７
３
７
４　
野
村

▼
場
所　
役
場
１
階　
住
民
課

�

問
住
民
課　
窓
口
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
６
２
）

　
茨
城
県
最
低
賃
金
は
、　
令
和
７
年
10
月
12
日
か

ら
時
間
額
１
０
７
４
円 

（
69
円
引
き
上
げ
）
に
改

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
年
齢
や
パ
ー
ト
、
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
雇

用
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
で
働
く
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
茨
城
労
働
局
賃
金
室
ま
た
は
、
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

問
茨
城
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
２
９
‐
２
２
４
‐
６
２
１
６

茨
城
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

14令和 8年 3月（No.744）

～
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
向
け
の
集
い
～

　
障
が
い
の
あ
る
方
と
そ
の
家
族
が
集
ま
り
、
日

頃
の
体
験
を
話
し
た
り
情
報
交
換
を
行
う
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
町
が
委
嘱
し
た
障
害
者
相
談
員
に
、
気

軽
に
相
談
や
お
話
が
で
き
ま
す
。
障
害
者
相
談
員

は
、
障
が
い
の
あ
る
方
ま
た
は
そ
の
家
族
で
も
あ

る
た
め
、
同
じ
悩
み
や
不
安
を
経
験
し
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

▼
対
象
者　
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
家
族

▼
日
時　
３
月
２５
日
㈬　
午
後
２
時
～
４
時

▼
場
所　
利
根
町
役
場
議
会
棟
１
階
B
会
議
室

▼
料
金　
無
料
（
申
し
込
み
不
要
）

問
福
祉
課　
障
害
福
祉
係

　
☎
68
‐
２
２
１
１
（
内
線
１
２
５
）　

ま
ん
ま
る
び
よ
り
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C O F F E E H O U S EC O F F E E H O U S E

☎☎０２９７―６８―８１５４０２９７―６８―８１５４

〒300-1604　利根町横須賀 804-1〒 300-1604　利根町横須賀 804-1
http://www.coffeetomtom.com/http://www.coffeetomtom.com/

ス ペ シ ャ ル テ ィ コ ー ヒ ー を サ イ フ ォ ンス ペ シ ャ ル テ ィ コ ー ヒ ー を サ イ フ ォ ン
２杯立てゆったりとした空間で飲める店２杯立てゆったりとした空間で飲める店

●問い合わせ　政策企画課　政策企画係　☎６８－２２１１（内線３３８）

一人ひとりにできること
　学校生活におけるジェンダーの課題は、教職員だけでなく、家庭や地域、私たち大人一人ひとりの関わり方とも深く関係
しています。子どもの言動に対して無意識に性別で評価していないか、将来の話をするときに選択肢を狭めていないか、日
常の中で立ち止まって考えてみることが大切です。「その子らしさ」を尊重する声かけや姿勢は、子ども自身の自己肯定感
を高めることにつながるのです。

ジェンダーにとらわれない取り組み
近年、学校現場では性別にとらわれない取り組みが少しずつ広がっています。
以下に例を挙げてみます。
・「さん」付けなど、性別を意識しない呼び方を取り入れる
・男女混合名簿を使用し、性別による順番付けをしない
・スカート、ズボンなど制服を自由に選べるようにする
・体育や委員会活動、部活動で、体力や性別ではなく本人の希望を尊重する
・進路指導において、「向き・不向き」を性別で決めつけない
　これらの取り組みは、利根小学校、利根中学校でも実施しています。特定の子どもだけを対
象にしたものではなく、すべての子どもが自分の選択を大切にできる学校づくりにつながって
います。

学校生活とジェンダー

学校生活とジェンダー
　学校は、子どもたちが学習するだけでなく、人との関わり方や社会のルールを身に付けていく大切な場所です。その日常
の中には、「男の子だから」「女の子だから」といった考え方が、知らず知らずのうちに組み込まれていることがあります。
以下に例を挙げてみます。
・男子を「〇〇くん」、女子を「〇〇ちゃん」と呼ぶ
・「男の子なんだから泣かないで」、「女子力高いね」といった声かけ
・男子は学ラン、女子はセーラー服を着る
・「男子は理系、女子は文系」という固定観念
・文化祭で、男子は物販担当、女子は飾りつけや接客担当
　このように、社会や文化の中で形成されてきた性別に関する考え方や役割のことを、「ジェンダー」といいます。大人にとっ
ては当たり前になっている慣習や価値観であっても、子どもたちの目線から見ると感じ方はさまざまです。性別による決め
つけが、本人の希望や個性を抑え込んでしまうこともあります。誰もが安心して学校生活を送り、自分らしさを大切にでき
る環境をつくるために、ジェンダーの視点から学校生活を見直すことが求められています。



問い合わせ　日本ウェルネススポーツ大学

日本ウェルネススポーツ大学からの情報をお届けします。
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●問い合わせ　利根町保健福祉センター　☎６８－８２９１

フ
レ
イ
ル
予
防
に
社
会
参
加

場　所 日　程　 時　間 持ち物

利根町保健福祉センター　2 階
　　　　　　　　　　　　1 階

第１・３木曜日
第２・４水曜日

３/19　　　　4/2・16
３/25　　　　4/8・22

10：00 ～ 11：00 飲み物、タオル、ボール
室内運動靴　

 布川地区コミュニティセンター 第1・３火曜日 ３/17　　　　4/7・21  9：45 ～ 10：45

 講師 : 筑波大学　桑
くわみず

水先生・山
やまざき

﨑先生・秦
はた

先生・姜
かん

先生・李
い

先生　
※福祉バス・ふれ愛タクシーをご利用ください。
※初めてご参加の方は利根町保健福祉センターまでご連絡ください。
※状況により中止される場合があります。

フリフリ地区運動集会予定（３月～４月）※参加無料

　
フ
レ
イ
ル
予
防
に
大
切
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
の
は
、
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
の

三
つ
の
「
元
気
の
も
と
」
で
す
。

　
社
会
参
加
と
聞
く
と
難
し
く
感
じ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
1
日
1
回
、
買
い
物

や
散
歩
な
ど
、
何
か
用
事
を
つ
く
っ
て
外

出
す
る
だ
け
で
も
十
分
で
す
。
そ
れ
が
で

き
て
い
る
方
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む

時
期
で
す
。
ご
自
身
に
合
っ
た
地
域
の
憩

い
の
場
や
イ
ベ
ン
ト
に
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ご
近
所
さ
ん
や

友
人
以
外
の
新
し
い
仲
間
と
の
交
流
は
、

ほ
ど
よ
い
緊
張
感
と
新
鮮
な
気
持
ち
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
新
し
い

刺
激
は
、
認
知
症
予
防
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
通
い
の
場
に
慣
れ
て
き
た
ら
、
さ
ら
に

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
次

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
目
を
向
け
て
み

ま
せ
ん
か
。
た
だ
し
、
無
理
は
禁
物
で

す
。
頑
張
り
す
ぎ
る
と
ス
ト
レ
ス
の
原
因

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
も
、
時
に
は
休
ん
だ
り
、
活
動
時
間

を
調
整
す
る
な
ど
、
無
理
の
な
い
ペ
ー
ス

で
楽
し
く
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
利
根
フ
リ
フ
リ
ク
ラ
ブ
で
は
、
随
時
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
主
な

活
動
内
容
は
、
会
場
の
準
備
と
片
付
け
で

す
。
社
会
の
た
め
の
活
動
は
、
自
分
自
身

の
元
気
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ

の
春
か
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ビ
ュ
ー
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１　号　館　布川 1377
２～４号館　布川 1649
  ☎  ０２９７－６８－６７８７
FAX ０２９７－６８－６７８８

利根フリフリクラブ主催

　　
地区運動集会

日本ウェルネススポーツ大学通信

CC a m p u sa m p u s !!

　オープンキャンパスを開催しています。詳し
くはホームページをご覧ください（日程等は随
時更新します）。また、運動部の体験・見学をご
希望の方は、随時受け付けをいたしますので事
務局までご連絡ください。あ

な
た
も
「
と
ね
ワ
イ
ワ
イ
く
ら
ぶ
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

令
和
８
年
度
入
学
予
定
者
を
対
象

と
し
た
入
学
前
指
導
を
実
施

　
２
月
７
日
に
本
学
利
根
キ
ャ
ン
パ

ス
に
て
、
入
学
後
の
学
生
生
活
や
学

修
を
円
滑
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
令
和
８
年
度
入
学
予
定
者
を
対

象
と
し
た
「
入
学
前
指
導
」
が
行
わ

れ
、
悪
天
候
の
中
、
来
校
な
ら
び
に

オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
！

　
本
学
園
と
本
学
の
特
徴
を
理
解
す

る
こ
と
、
高
校
と
大
学
の
学
修
ス
タ

イ
ル
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
違
い
を
知

り
入
学
ま
で
の
時
間
を
有
意
義
に
過

ご
す
こ
と
、
学
業
と
ス
ポ
ー
ツ
活
動

（
部
活
動
）
を
両
立
す
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
説
明
が
本
学
教
員
お
よ

び
事
務
局
職
員
よ
り
行
わ
れ
、
新
入

生
の
初
々
し
さ
と
意
欲
に
満
ち
溢
れ

た
顔
が
印
象
的
で
し
た
！



とねワイワイくらぶ　令和８年４月の活動予定

★�プログラムは、状況により変更・中止する場合があります。最新の活動計画は、各公共機関のパンフレット用ラックに配架してあります。また、「とねっ
と」でもお知らせしています。

★会員は、定例クラブ活動のどの種目を選んでも同じ会費です。ビジター参加は、大人 300 円、子供 150 円です。★早朝の楊名時太極拳は無料です。

●問い合わせ　とねワイワイくらぶ　事務局　☎０９０－１４０７－４４８０
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あ
な
た
も
「
と
ね
ワ
イ
ワ
イ
く
ら
ぶ
」
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

利根町総合型地域スポーツクラブ

とねワイワイくらぶとねワイワイくらぶ
ＥＮＪＯＹ ＳＰＯＲＴＳ！
ＥＮＪＯＹ ＬＩＦＥ！

　
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
散
歩
な
ど
を
含
め
、
目
的

を
も
っ
て
楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
で
あ
り
、

ア
ス
リ
ー
ト
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
ね
ワ
イ
ワ
イ
く
ら
ぶ
は
、
町
の
総
合
型
地

域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
む
こ
と
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
い
つ
で
も
・
・
・
環
境
づ
く
り
）

を
実
践
す
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
運
動
不
足
に
よ
っ
て
体
の
機
能
が
衰

え
、要
介
護
の
一
歩
手
前
の
状
態
「
フ
レ
イ
ル
」

に
な
る
高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。「
巣

ご
も
り
フ
レ
イ
ル
」
の
予
備
軍
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
外
に
出
て
運
動
し
、
い
つ
ま
で
も
楽
し

く
元
気
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
当
く
ら
ぶ
に
て
競
技
を
指
導
い
た
だ

け
る
方
や
、
く
ら
ぶ
の
運
営
を
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
方
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
の

ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

活　動 実施日 時　間 場　所

楊名時太極拳
（月） 6・13・20・27
（水） 1・ 8 ・15・22
（金） 3・10・17・24

①月･水･金   7：00～  7：40
②月･水　　  7：30～   8：30
③水曜夜　  19：00～ 20：30

①早尾台緑地広場
②とねっ子公園
③利根町文化センター

テニス教室 （金） 3・10・17・24 　　　　　  10：00～ 12：00 利根浄化センターテニスコート

テニス （月） 6・13・20・27
　　　　　  10：00～ 12：00
　　　　　  13：00～ 15：00 利根浄化センターテニスコート

グラウンド・ゴルフ （日） ５・12・19・26
（水） 1・ 8 ・15・22・29 　　　　　　 9：30～ 12：00 （日曜日）とねふれあいプラザグラウンド

（水曜日）利根浄化センター　

バドミントン・卓球・
ニュースポーツ （土） 4・11・18・25 　　　　　　 9：30～ 12：00

　　　　　  13：30～ 15：30
旧文小学校体育館ニュースポーツ 他 （火） 7・14・21・28 　　  　　   19：30～ 21：30

バドミントン （日） ５・12・19・26 　　  　　　19：00～ 21：00

健康体操 （日） ５・1９ 　　  　　　10：00～ 12：00 利根町生涯学習センター

　Vol.10

◆全職員を対象とした「多文化共生職員研修会」を実施しました！
　「みんなちがって、みんな町民」というテーマで、茨城大学地域未来共
創学環/グローバルエンゲージメントセンター准教授　瀬

せ　お

尾匡
ま さ き

輝先生
による研修会を開催いたしました。
　国や県の外国人人口のデータから
利根町の状況を知り、町でどのよう
なことができるのかをグループワー
クで考えたり、マイクロアグレッシ
ョン（小さな攻撃）について学び、職
員一人一人が多文化共生について理
解を深める研修会になりました。
　また、「やさしい日本語」のワークショップでは、外国人に伝わりやす
いコミュニケーションはどのようなものかを学び、実践的な体験も行
いました。研修会で学んだことを今後の業務に活かしていきたいと思
います。

●やさしい日本語のポイント
　①はっきり言う  ②最後まで言う  ③短く言う
●やさしい日本語にすると・・・

言いかえ前 やさしい日本語
召し上がる 食べる
土足禁止 くつをぬいでください

キャンセルする やめる
高台に避難する 高いところへ　逃げる
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　先日、友人と共にバスツアーに参加した時の出来事をご紹介します。
　団体旅行では、集合時間を守ることが鉄則です。添乗員の方が「次は〇時〇分集合です」と、時間を示してくださ
います。ところが、バスを降りて散策する頃、私は友人に「集合時間何時だっけ？」と尋ねてしまい、ドキッとしま
した。これぞまさしく短期記憶障害！友人も集合時間が分からなかったため、仕方なく同じバッジをつけている周囲
のツアー客の動向を気にしながらの散策となりました。その後は、集合時間などを忘れないようにメモを取ることに
しました。「昔とは違う」、そう感じた瞬間でした。
　認知症は、誰にとっても身近な病気になってきています。しかし、周りの人が気付く前に、自分自身が一番その変
化を感じているのではないでしょうか。「これも年のせい」で済ませているうちは良いかもしれませんが、もし生活
に支障が出てくるのであれば、立ち止まって考えなくてはなりません。人は皆、年を重ねます。これからどう自分と
向き合っていくのか自分自身で考えることが、何よりの予防につながると感じています。
　「現実から目を背けず、ありのままを受け入れる。認知症になったからといっても、私は私だ！」　
　そう書いたメモを握りしめ、旅は最高の思い出を作ってくれました。

私たちはここにいます！
　認知症地域支援推進員配置施設
　●利根町地域包括支援センター　☎６８－２２１１　　●利根町保健福祉センター　　　　☎６８－８２９１
　●複合福祉施設　響　　　　　　☎６１－８５００　　●介護老人保健施設　もえぎ野　　☎８４－６０８１　

認知症地域支援推進員のつぶやき　№ 91

【ここに注目】
　バイオマスプラスチックは、従来の化石資源（石油など）
由来のプラスチックよりも価格が高く、品質や機能が劣る
場合があります。
　しかし、バイオマスプラスチックの活用は、化石資源の
使用量削減や二酸化炭素排出量の削減に貢献します。また、
循環型社会の構築にもつながり、持続可能な社会の実現を
後押ししています。 
　現時点では社会への浸透に向けて課題もありますが、今
後のさらなる普及拡大が求められています。
【関連URL】
環境省「ekojin　8.4万トン」
https://www.env.go.jp/guide/info/ecojin/scope/20211006.
html

農林水産省「バイオマスの活用の推進」
https://www.maff.go.jp/j/shokusan/biomass/attach/
pdf/index-196.pdf

　今回は、「バイオマスプラスチック」のお話です。
　バイオマスプラスチックは、再生可能な植物資源や微
生物由来の有機物を原料として作られるプラスチック
で、石油由来プラスチックに比べ製造および廃棄時の
CO₂ 排出量を削減でき、持続可能な資源利用が期待さ
れています 。
　原料としては、トウモロコシやサトウキビ、キャッサ
バ、微生物や廃食用油などが用いられ、製造方法も、発
酵法や化学的合成法、微生物生成など様々です。
　植物など再生可能な有機資源から作られるバイオマス
プラスチックは、原料となるバイオマスが成長過程で大
気中の二酸化炭素を吸収し固定化しているため、焼却し
ても大気中の二酸化炭素は増加しないという特性があり
ます。そのため、大気中の二酸化炭素の増加を抑制し、
地球温暖化対策に貢献することが期待されています。

認知症と共に生きる勇気
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地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信

稲垣隊員

田井隊員

安藤隊員

藤田隊員

池本隊員

奥田隊員

参加費無料

令和７年度活動報告会・交流会開催のお知らせ
～より良い利根町の未来に向けて～

【日 　 　 時】３月 14日（土）　13:00 ～ 15:00
【場 　 　 所】とねふれあいプラザ　コミュニティルーム
【内 容】地域おこし協力隊の活動報告会・交流会
【注 意 事 項】�イベント進行の妨害や他の参加者の迷惑に当たる行為（暴言・暴力・威圧的な態度など）はご遠慮ください。
　　　　　　  ※状況によっては退出していただく場合があります
【問い合わせ】地域おこし協力隊　安藤　☎０９０－４３０７－６８３６

スポーツ指導者募集
　地域クラブ活動「すぽかるとね」事務局では、さらなる内容の充実に向けて、引き続き指導者を募っております。ス
ポーツ指導歴がある方や、お知り合いにスポーツ指導が可能な方がいらっしゃいましたら、役場生涯学習課までご紹介
ください。

【問い合わせ】生涯学習課　社会教育係　☎６８－２２１１（内線４２３）

申し込み不要

スポーツ 空き家 多文化
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〒 300-1632
　茨城県北相馬郡利根町下曽根 221-1
　tel 0297-68-8291
　fax 0297-68-9149

〒 300-1632
　茨城県北相馬郡利根町下曽根 221-1
　tel 0297-68-8291
　fax 0297-68-9149

　
厚
生
労
働
省
は
、
昨
年
12
月
に
「
令
和
6

年 

国
民
健
康
・
栄
養
調
査
（
概
要
版
）」
の

結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。「
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
」
は
、全
国
を
対
象
に
国
民
の
健
康・

栄
養
・
生
活
習
慣
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

に
毎
年
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
は
全
国
代
表
値

に
加
え
、「
健
康
日
本
21（
第
三
次
）」の
ベ
ー

ス
ラ
イ
ン
値
や
地
域
差
の
把
握
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
糖
尿
病
関
連
の
状
況

　

糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ
る
人
は
約

1
1
0
0
万
人
と
推
計
（
前
回
調
査
と
比

較
し
、
継
続
し
て
増
加
）

　
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
人
は

約
7
0
0
万
人
（
緩
や
か
に
減
少
）

○
食
事
・
食
塩
の
傾
向

　
食
塩
の
平
均
摂
取
量
は
9
・
6
g

　
過
去
12
年
間
で
最
も
低
い
水
準
だ
が
、
健

康
日
本
21
（
第
三
次
）
の
目
標
値
（
7
g
）

を
上
回
っ
て
い
る

○
喫
煙
・
生
活
習
慣

　
現
在
習
慣
的
に
喫
煙
し
て
い
る
人
の
割
合

は
14・8
％
で
、
12
年
間
で
最
も
低
い
水
準
。

禁
煙
支
援
や
受
動
喫
煙
対
策
の
効
果
が
示
唆

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
肥
満
の
割
合
や
食
習
慣
、
運
動
習

慣
に
は
地
域
差
が
あ
り
、
生
活
環
境
や
食
文

化
の
違
い
が
健
康
状
態
に
影
響
し
て
い
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
は
町
の
健
康

課
題
を
考
え
る
指
標
で
す
。
1
人
ひ
と
り
が

健
康
を
意
識
し
、
誰
も
が

い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る

町
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

「
国
民
健
康
・
栄
養
調
査
」
の
結
果

を
健
康
づ
く
り
に
生
か
し
ま
し
ょ
う

3
月
1
日
か
ら
3
月
７
日
は

『
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
』
で
す

　
「
ワ
ク
チ
ン
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
病
気

か
ら
こ
ど
も
た
ち
を
救
う
」
を
合
言
葉
と
す

る
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
は
、
４
月
か

ら
の
入
園
・
入
学
に
備
え
、
予
防
接
種
の
漏

れ
を
見
直
す
の
に
最
適
な
時
期
で
す
。

　
赤
ち
ゃ
ん
が
母
親
か
ら
受
け
継
い
だ
免
疫

が
薄
れ
て
く
る
時
期
、
病
気
に
か
か
り
や
す

い
年
齢
、
重
症
化
し
や
す
い
年
齢
な
ど
に
応

じ
て
予
防
接
種
を
行
う
こ
と
で
、
子
ど
も
を

病
気
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
多
く
の
ワ
ク
チ
ン
が
月
齢
・
年
齢
で
接
種

期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
年
度
末
を

接
種
期
限
と
し
て
い
る
ワ
ク
チ
ン
も
あ
り
ま

す
。
適
切
な
期
間
内
に
忘
れ
ず
に
接
種
し
ま

し
ょ
う
。

　
肺
が
ん
は
、
気
管
支
や
肺
胞
の
細
胞
が
何

ら
か
の
原
因
で
が
ん
化
し
た
も
の
で
す
。
早

期
に
は
症
状
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
、

進
行
し
て
初
め
て
症
状
が
出
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。（
肺
が
ん
は
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
の

中
で
男
性
で
は
第
1
位
、
女
性
で
は
第
2
位

を
占
め
て
お
り
、40
歳
代
か
ら
増
加
し
ま
す
）

　

主
な
症
状
と
し
て
は
、
咳
や
痰
、
血
痰
、

胸
の
痛
み
、
動
い
た
と
き
の
息
苦
し
さ
や
動

悸
、
発
熱
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
原
因
が

わ
か
ら
な
い
咳
や
痰
が
２
週
間
以
上
続
く
場

合
や
、
血
痰
が
出
る
場
合
、
発
熱
が
５
日
以

上
続
く
場
合
は
、
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

【
喫
煙
と
の
関
係
】

　
喫
煙
は
危
険
因
子
の
1
つ
で
す
。
た
ば
こ

を
吸
う
人
は
、
吸
わ
な
い
人
と
比
べ
て
男
性

で
４
倍
、
女
性
で
は
３
倍
肺
が
ん
に
な
り
や

す
く
、
喫
煙
を
始
め
た
年
齢
が
若
く
、
喫
煙

量
が
多
い
ほ
ど
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
周
り
に
流
れ
る
た
ば
こ
の
煙
を
吸

う
こ
と
で
も
、
リ
ス
ク
が
２
～
３
割
ほ
ど
高

ま
り
ま
す
。肺
が
ん
予
防
の
た
め
に
禁
煙
し
、

た
ば
こ
の
煙
を
避
け
て
生
活
し
ま
し
ょ
う
。

【
検
診
】

　
町
の
集
団
検
診
で
は
、
40
歳
以
上
が
対
象

の
胸
部
X
線
検
査
を
年
に
１
度
実
施
し
て

い
ま
す
。
65
歳
以
上
の
方
は
、
結
核
検
診
も

同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

自
覚
症
状
が
な
い
う
ち
に
検
診
を
受
け
、

早
期
に
発
見
、治
療
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

国
が
推
奨
す
る
５
つ
の
が
ん
検
診

⑤
肺
が
ん
検
診

第４次健康
づくりとね21

※
結
核
に
つ
い
て

　

�

結
核
は
、
年
間
1
万
人
以
上
の
患
者
が
発

生
し
、
1
4
0
0
人
以
上
が
命
を
落
と

し
て
い
る
日
本
の
主
要
な
感
染
症
で
す
。

結
核
患
者
の
約
5
割
が
70
歳
以
上
で
す
。

結
核
の
症
状
と
し
て
は
、
咳
、
痰
、
発
熱

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
は
症
状
が

出
な
い
こ
と
が
あ
り
、
結
核
に
気
づ
か
な

い
ま
ま
病
状
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
配
布

　
令
和
８
年
度
版
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
カ

レ
ン
ダ
ー
が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
情
報
や
各
種
相
談
窓
口
（
最
終

ペ
ー
ジ
）
に
加
え
て
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
実
施
し
て
い
る
成
人
保
健
・
介
護
予
防
事

業
や
、
休
日
救
急
医
療
、
福
祉
バ
ス
路
線

図
・
時
刻
表
な
ど
の
情
報
が
集
約
さ
れ
て
い

ま
す
。
１
年
間
通
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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日　程 予約方法 予約時間 内容

口腔相談 ３月24日（火） 前日までに予約 　9：３０～１２：００　
１3：００～１３：４５　 歯科衛生士による口腔機能相談

精神保健相談 ４月14日（火） 1週間前までに予約 １3：３０～１５：４５ 専門職による精神保健相談

ヘルシー相談 4月15日（水） 前日までに予約 　9：００～１２：００　 管理栄養士による栄養相談

もの忘れ相談 毎週水曜日 前日までに予約 １3：３０～１５：３０ もの忘れが気になる方などの相談

▪各種相談　３月～４月の日程 　▶場所：利根町保健福祉センター　

県
の
「
元
気
ア
っ
プ
！
リ
い
ば
ら
き
」

で
健
康
づ
く
り
を
始
め
よ
う
！

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
健
康
活
動
に

応
じ
て
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得
！

健
康
づ
く
り
で
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
、

景
品
に
応
募
し
よ
う
！

３月は自殺防止月間です！ ～つらいときや苦しいとき、ひとりで抱え込まず、相談することが大切です～
　近年、自殺者数は減少していますが、小中高生の自殺者数は増加傾向にあります。さまざまなストレスが知らず知らずのう
ちに蓄積され、心の不調の原因となることもあります。あなた自身やあなたの大切な人の心といのちを守るために、相談窓口
を知っておくことが大切です。

【各種相談窓口のご案内】
●茨城いのちの電話
　・つくば相談電話　029-855-1000　
　・水戸相談電話　029-350-1000
　　原則 24時間受け付け。毎月 29日から月末および不定期で月に数日は、
　　午後 10時から翌日午前 8時まで休止

●自殺予防いのちの電話　0120-783-556（フリーダイヤル）
　　毎日　16:00 ～ 21:00
　　毎月　10日　８:00 ～翌日８:00

●いばらきこころのホットライン
　時間　9:00 ～ 12:00/　
　　　 13:00 ～ 16:00
　（祝日および年末年始を除く）
　月～金　029-244-0556
　土日　　0120-236-556

【こんなサインはありませんか？】

▢元気がない、表情が暗い
▢体調不良を訴える
▢周囲との交流を避けるようになった

　いつもと違う、気になる言動が見られた場合、それはこころの SOSかもしれません。相談機関への相談や医療機関への受
診といった早めの対応が必要です。身近にいつもと違う様子の方がいたら、“声をかける”、“話を聞く”など、勇気をもって
行動してください。

▢遅刻、欠勤（欠席）が増えた
▢お酒の量が増えた
▢「消えてしまいたい」などと口にする

▢食欲が減った
▢今まで楽しんでいたことが楽しめない

●
「
元
気
ア
っ
プ
！
リ
い
ば
ら
き
」
と
は
？

　
県
で
は
、
県
民
の
健
康
寿
命
日
本
一
を
目

指
し
、
県
民
が
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
活
動

（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
健
診
受
診
な
ど
）
を
推

進
す
る
た
め
に
、
県
公
式
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
「
元
気
ア
っ
プ
！
リ
い
ば
ら
き
」
を

運
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ア
プ
リ
は
、運
動
、

食
生
活
、
健
康
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

4
区
分
の
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
化
し
、
貯
め

た
ポ
イ
ン
ト
で
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
（
景
品
や

サ
ー
ビ
ス
）
に
応
募
で
き
る
制
度
で
す
。　

　
ま
た
、
県
の
景
品
と
は
別
に
、
町
の
集
団

検
診
で
使
え
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
な
ど
が
当
た

る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
り
ま
す
！
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
み
、
景
品
に
応
募
し
ま
し
ょ
う
！

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
な
く
て
も
、
紙
の
ポ

イ
ン
ト
シ
ー
ト
で
も
参
加
可
能
で
す
。
ポ
イ

ン
ト
シ
ー
ト
を
ご
希
望
の
方
は
、
利
根
町
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
景
品
の
応
募
方
法
に
つ
い
て

令
和
８
年
１
月
１
日
㈭
～
令
和
８
年
12
月
31

日
㈭
の
間
で
獲
得
し
た
ポ
イ
ン
ト 

※�

応
募
に
関
す
る
詳
細
は
令
和
８
年
12
月
の

広
報
と
ね
で
お
知
ら
せ
予
定
で
す
。

　
ア
プ
リ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。

https://ibaraki.karada.live/



３月号３月号
　　少しずつ、春の訪れを感じるように少しずつ、春の訪れを感じるように
なりました。外に出ると春の香りが鼻をなりました。外に出ると春の香りが鼻を
くすぐり、ワクワクします。親子で戸外くすぐり、ワクワクします。親子で戸外
に出かけて、身近な春を探してみるのもに出かけて、身近な春を探してみるのも
よいですね♪よいですね♪

支援センターってどんなところ？
　利根町在住の未就園児とその保護者の方を対象に支援を行っていま
す。子育て真っ最中の方同士の情報交換や気分転換の場所として、また、
お子さま同士のふれあい体験の場としてご利用ください。担当保育士と
たわいのないおしゃべりをしたり、相談したりすることで、子育ての悩み
も少しは軽減するのではないかと思います。

22

予定が入っていない日も、園庭・室内（カンガルールーム）を開放していますので、いつでもご利用ください。
開放時間：月～金曜日（祝日は除く）9：30～ 11：30／ 15：00～ 16：00
＊持参したベビーカーでお庭を散歩することもできます。遊びに来る際は各自飲み物をご持参ください。
▶問い合わせ　とね子育て支援センター（文間保育園内）　☎６８－３１９４
　　　　　　　開園日時　月～金曜日（祝日を除く 8：00～ 17：00）

令和 8年 3月（No.744）

詳しくはコチラ▶

４月の子育て支援センターイベントスケジュール

わが家のわが家の
アイドルアイドル
写真館写真館

みなさまからご応募いただい
た「わが家のアイドル」写真
をご紹介します。

わが家のアイドル写真大募集！
　わが家のアイドル（小学生ぐらいまで
のお子さま、またはペット）の可愛い写
真を広報とねに掲載してみませんか？
　住所・氏名・連絡先・アイドルのお名
前（ふりがな）・生年月日・一言コメント
（15文字以内）を明記の上、下記まで
メールでお送りください。

●送り先
　総務課　秘書広聴係
　☎ 68-2211（内線 314）
　kouhou@town.tone.lg.jp まで

イベント 対象 日程 時間 備考

すっきりサロン 未就園の親子 毎週
月～金

９:30 ～ 11:30
13:00～ 16:00

育児に関することなど、どんな悩みでも一緒に考えましょう。
お気軽にご利用ください！

にこにこ広場 未就園の親子

  6日（月） ９:30 ～ 11:30 支援センターのお部屋で、ゆったりと遊びましょう。

17日（金）
10:00 ～ 11:30

みんなで楽しく遊びましょう !
場所：キッズルーム内　支援活動ルーム（現地集合）
利根町下曽根２５４（とねふれあいプラザ２階）

28日（火） 『こどもの日』に向けて、こいのぼり製作をしましょう♪

にこにこ赤ちゃん
・ねんね　 （R7.4 ～ R8.3）
・赤ちゃん（R8.4 ～）
・マタニティさん

   7日（火） ９:30 ～ 11:30 室内で、ゆったり遊びましょう。

23日（木） 10:00 ～ 11:30
みんなで、楽しく遊びましょう !
場所：キッズルーム内　支援活動ルーム（現地集合）
利根町下曽根２５４（とねふれあいプラザ２階）

ワイワイサロン育児相談 全乳幼児   ９日（木） 10:00 とねふれあいプラザの支援活動ルームで同時開催。
場所：利根町下曽根２５４（旧文小学校 2階）

お部屋で遊ぼう 未就園の親子 10日（金）     ９:30 ～ 11:30 支援センターのお部屋で自由にあそびましょう！　
＊お弁当を食べて帰ることもできます

年齢別サークル
の集い

・すくすく（R5.4 ～ R6.3）
・よちよち（R6.4 ～ R7.3） 14日（火） ９:30 ～ 11:30

支援センターのお部屋で、ゆったりとあそびましょう！
室内遊具（すべり台・ボールプールなど）や、年齢に合わせた
玩具・絵本を用意しています。

・ねんね　  （R7.4 ～ R8.3）
・赤ちゃん（R8.4 ～）
・マタニティさん

15日（水） ９:30 ～ 11:30

誕生カードづくり 4・5月生まれ
未就園の親子 20日（月） ９:30 ～ 11:30 4 月・5月生まれのお子さんが対象です。

＊ご都合の悪い方はお知らせください

園庭で遊ぼう 未就園の親子 30日（木） ９:30 ～ 11:30 支援センターのお庭であそびましょう！
ベビーカーの利用も可能です。

　ラフくん　ラフくん 20１７年２月25日生20１７年２月25日生

もうすぐ 9 歳！長生きしてね♡

もうすぐ 9 歳！長生きしてね♡
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親親
子子
相相
談談

  

発
達
に
心
配
の
あ
る
お
子
さ
ん
（
未
就
学
児
）
と
ご
家
族
の
相
談

に
、
子
ど
も
の
発
達
を
専
門
に
し
て
い
る
先
生
が
個
別
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

 

※
予
約
制
で
す
。
利
根
町
役
場
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※
ご
希
望
に
応
じ
て
幼
稚
園
・
保
育
園
と
も
連
携
し
て
相
談
で
き
ま

す
。
お
子
さ
ま
の
発
達
を
心
配
さ
れ
て
い
る
方
は

、
な
る
べ
く
早

く
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

新新
生生
児児
訪訪
問問

  
出
産
後

、
保
健
師
が
ご
自
宅
に
訪
問
し

、
産
後
の
生
活
・
育
児

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
た
り

、
体
重
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
乳
幼
児
健
診
・
相
談
に
つ
い
て
も
説
明
し
ま
す
。

 

育育
児児
相相
談談
・・
ワワ
イイ
ワワ
イイ
ササ
ロロ
ンン

  
毎
月

１
回

、
お
子
さ
ん
の
発
達
や
離
乳
食
な
ど

、
育
児
に
関
す

る
相
談
を
保
健
師
お
よ
び
栄
養
士
が
お
受
け
し
て
い
ま
す
。
育
児

相
談
の
他

、
子
育
て
の
交
流
の
場
と
し
て

、
ワ
イ
ワ
イ
サ
ロ
ン
も

同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

 

※
と
ね
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
健
康
増
進
等
複
合
施
設
）
に
て
開
催

※
詳
細
は

、
町
の
情
報
メ
ー
ル
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

産産
後後
ケケ
アア
事事
業業

  
退
院
後

、
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
に

、
医
療
機
関
に
て

日
帰
り
や
宿
泊
で
助
産
師
な
ど
か
ら
支
援
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

R
8

 年
度
よ
り

、
助
産
師
な
ど
が
自
宅
を
訪
問
し
て
支
援

す
る
居
宅
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
が
開
始
と
な
り
ま
す
。

 

※
対
象
要
件

、
金
額

、
回
数
上
限
あ
り

未未
熟熟
児児
養養
育育
医医
療療
給給
付付
制制
度度

  
出
生
時
体
重

2
0

0
0
ｇ
以
下
の
未
熟
児
な
ど

、
指
定
養
育
医
療

機
関
に
お
い
て

、
医
師
が
入
院
養
育
を
必
要
と
認
め
た
お
子
さ
ん

の
治
療
に
必
要
な
医
療
費
の
一
部
を
公
費
負
担
す
る
制
度
で
す
。

（
入
院
中
に
申
請
が
必
要
で
す
。
該
当
の
方
は
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。）

 

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
・
記
入
が
必
要
で
す
。

母母
子子
健健
康康
手手
帳帳
のの
交交
付付

  

医
療
機
関
を
受
診
し

、
妊
娠
が
確
定
し
ま
し
た
ら

、
電電
話話
でで
予予

約約
のの
上上

、
利
根
町
役
場
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
下
さ
い
。

妊
娠
届
出
と
同
時
に
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
し
ま
す
。

 

＊
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
カ
ー
ド
が
な
い
方
は

、
個
人
番
号
が

わ
か
る
も
の
及
び
身
分
証
明
書
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

 

＊
妊
娠
～
出
産
直
後
ま
で
の
生
活
や
手
続
き
に
つ
い
て
の
説
明
・

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

1
 時
間
程
度
か
か
り
ま
す
の
で

、
時

間
に
余
裕
を
も
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 

妊妊
産産
婦婦
・・
乳乳
児児
一一
般般
健健
康康
診診
査査

  
母
子
健
康
手
帳
交
付
時
に
医
療
機
関
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
受

診
券
を
交
付
し
ま
す
。

 

妊
婦
一
般
健
康
診
査

 
1

6
回
分

 

多
胎
用
一
般
健
康
診
査

 
3
回
分
※
該
当
者
の
み

 

産
婦
一
般
健
康
診
査

 
2
回
分

 

新
生
児
聴
覚
検
査

 
 

2
回
分
※

R
8
年
度
よ
り
助
成
額
増
額

 

乳
児
一
般
健
康
診
査

 
3
回
分

 

＊
健
診
の
内
容
に
よ
っ
て
は
自
己
負
担
が
あ
り
ま
す
。

 

ママ
タタ
ニニ
テテ
ィィ
講講
座座

妊
娠
中
・
出
産
後
の
お
母
さ
ん
の
生
活

、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
生
活
に
つ
い
て

、
利
根
町
の

 

サ
ー
ビ
ス
紹
介

、
お
風
呂
入
れ
体
験
な
ど
を

行
い
ま
す
。

 

年
4
回
⇒
対
象
者
の
方
へ
通
知
し
ま
す
。

 

　
妊
娠
・
出
産

、
乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
等
に
対
応
す
る
“
母
子
保
健
”
と

、
様
々
な
子
育
て
に
関
す

る
心
配
事
の
相
談
な
ど
に
対
応
す
る
“
児
童
福
祉
”
が
統
合
し

、
一
体
的
な
支
援
を
行
う
体
制
に
な
り
ま
し
た
。

 
町
内
に
在
住
す
る
す
べ
て
の
子
ど
も
と
そ
の
家
庭
及
び
妊
産
婦
に
対
し

、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
っ
て

、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

利
根
町
役
場

 
子
育
て
支
援
課

 
 
☎

6
8

-
2

2
1

1

転転
入入
手手
続続
きき
にに
つつ
いい
てて

  

妊
娠
中
の
方

、
も
し
く
は
お
子
さ
ん

(高
校
生

ま
で

)が
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭
は

、
子
育
て
支

援
課
に
て
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で

、
余
裕
を
も
っ
て
お

越
し
く
だ
さ
い
。

 

ま
た

、
妊
娠
中
の
方
や
就
学
前
の
お
子
さ
ま

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
場
合
は

、
事
前
に
お
電
話
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

妊妊
娠娠

しし
たた

らら
・・
・・
・・

おお
子子

ささ
まま

がが
生生

まま
れれ

たた
らら
・・
・・
・・
  

おお
子子
ささ

まま
のの
すす
ここ
やや
かか

なな
成成

長長
のの
おお

手手
伝伝
いい
  

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

 
 年
間
だ
よ
り
！

 

保
存
版

 



もも
しし
もも
しし
電電
話話
相相
談談
・・
訪訪
問問
相相
談談

  

妊
娠
中
か
ら
産
後
の
こ
と

、
子
育
て
全
般
に
つ
い
て

、
保
健
師
が
電
話
や
訪
問
で
相
談
を
お

受
け
し
ま
す
。

 

不不
育育
症症
治治
療療
費費
助助
成成
事事
業業

  
不
育
症
検
査
や
治
療
を
受
け
た
方
に
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
保
険
適
応
外
の
不
育
症

検
査
・
治
療
が
対
象
で
す
。
ま
た

、
茨
城
県
が
実
施
す
る
不
育
症
検
査
費
用
助
成
事
業
の
対
象

と
な
る
検
査
を
受
け
た
方
は

、
県
か
ら
の
助
成
金
額
を
控
除
し
た
額
を
助
成
し
ま
す
。
関
連
書

類
に
つ
い
て
は
利
根
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

不不
妊妊
治治
療療
費費
助助
成成
事事
業業

  
R

8
 年
度
よ
り

、
医
療
保
険
適
用
の
生
殖
補
助
医
療
と
保
険
適
用
外
の
先
進
医
療
に
よ
る
治
療

を
組
み
合
わ
せ
て
不
妊
治
療
を
受
け
た
方
に

、
治
療
費
の
う
ち
先
進
医
療
に
か
か
っ
た
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

乳乳
児児
のの
医医
療療
機機
関関
受受
診診

  
　
乳
児
期
の
健
診
は
生
後

 1
 か
月
・

3
～

5
 か
月
・

9
～

1
1

 か
月
に
指
定
の
医
療

機
関
で
実
施
し
ま
す
。

1
 か
月
健
診
は

、
出
産
し
た
産
婦
人
科
等
で
受
診
可
能
で
す
。

 

●
3
～

5
か
月
・

9
～

1
1
か
月
健
診
を
実
施
し
て
い
る
医
院
（
町
内
）
●

利
根
町
国
保
診
療
所
（
℡

6
8

-
2

2
3

1
）

※
町
外
の
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

伴伴
走走
型型
相相
談談

  
妊妊
婦婦
のの
たた
めめ
のの
支支
援援
給給
付付
交交
付付
金金

  
妊
婦
・
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め

、
妊
娠
届

出
時
か
ら
継
続
的
に
相
談
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
妊
娠
届
出
を
提
出
さ
れ
た
妊
婦

、
妊
娠

 8

か
月
頃
の
妊
婦

、
出
生
し
た
子
の
養
育
者
を
対
象
に
出
産
育
児
関
連
用
品
や
給
付
金
に
よ
る
「
経

済
的
支
援
」
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
（
以
下

、
参
照
）

 

伴
走
型
相
談

経
済
的
支
援

 

①
妊
娠
届
出
時
相
談

給
付
金

1
回
目
支
給

 

②
妊
娠

8
か
月
頃
相
談

出
産
育
児
関
連
用
品
支
給

 

③
新
生
児
訪
問
時
相
談

給
付
金

2
回
目
支
給

 

〈
問
い
合
わ
せ
〉

 
利
根
町
役
場

 
子
育
て
支
援
課

 
母
子
保
健
係

 
℡

6
8

-2
2
1
1
 

 
午
前
９
時
～
正
午
／
午
後
１時
～
５
時

 
※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

24令和 8年 3月（No.744）



図書館へ
行 こ う

お す す め 新 着 図 書

開館時間 ９：30 ～ 17：00　　　　は休館日

３月

見分けてみよう！おいしいくだもの
ど～れだ？　網

あ み の ふ み え

野文絵【文・写真】
汐文社

　おいしいくだものを見分けるに
は、どこに注目すればいいので
しょうか？
　リンゴ、サクランボ、スイカ、
バナナなどのくだものの見分け方
を、クイズ形式で紹介します。

メゾン美甘食堂　
水
み ず き ひ ろ み

生大海【著】　ポプラ社

　レトロなマンションの住人専用
食堂に新しくやって来た料理人・
雨森涼真。どこか謎めいた彼は、
薬膳の知識を用いてメニューをア
レンジしてくれるばかりか、日々
遭遇する謎を解き明かし…。

和のなるほど図鑑　
みっけ【著】　インプレス

　「花の雨」「翠玉」ってどんな意
味？日本語、文様・伝統色、歴史・
文化、芸術・芸能などを取り上げ、
様々なモチーフと組み合わせて楽
しく解説する。趣味や創作に役立
つ和の雑学教養本。

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

利根町図書館カレンダー

４月

▶問い合わせ　利根町図書館　☎６８－８８６８

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

25 令和 8年３月（No.744）

図書館おすすめコーナーに「春に関する本」を集めました！

２０２５年図書館資料貸出ランキング ！
１位　逃亡者は北へ向かう　柚

ゆ づ き ゆ う こ

月裕子　37回
２位　架空犯　東

ひ が し の け い ご

野圭吾　31回
３位　カフネ　阿

あ べ あ き こ

部暁子　30回
４位　成瀬は天下を取りにいく　宮

み や じ ま み な

島未奈　29回
５位　潮音　第２巻　宮

みやも と て る

本輝　24回

さむいよちゅんっ　すとうあさえ
【ぶん】、飯

い い の

野まき【え】ほるぷ出版

　すずめが寒くてふるえていると、
べつの1羽が飛んできて、きゅうっ
とくっつきます。すると、あった
かくなりました。そこにどんどん
すずめたちが加わって…。
　二十四節気の「大寒」をテーマ
にした絵本。
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人口と世帯（令和 8 年 2 月１日現在）

総人口 15,713 人　（－ 23）

男　性 7,823 人　（－　8）

女　性 7,890 人　（－ 15）

世帯数 8,194 世帯（－　3）
（ ）内は前月比

　【3 月の納税等】　３月の納税等はございません。

と
ね
ま
ち
プ
レ
イ
バ
ッ
ク

　
昭
和
43
年
10
月
発
行
の
『
広
報
と
ね
』

に
、
利
根
町
布
川
出
身
の
杉す
ぎ
お
か岡
邦く
に
よ
し由
選

手
が
「
走
り
高
と
び
で
メ
キ
シ
コ
・
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
出
場
」
と
い
う
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
昭
和

43
年
10
月
に
、
メ
キ
シ
コ
の
首
都
メ
キ

シ
コ
シ
テ
ィ
で
開
催
さ
れ
、
こ
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
は
金
11
個
、
銀
7
個
、

銅
7
個
の
メ
ダ
ル
を
取
り
、
世
界
3
位

の
記
録
を
残
し
ま
し
た
。

　

記
事
に
は
「
役
場
の
会
議
室
で
、
さ

さ
や
か
な
が
ら
壮
行
会
を
開
催
し
」
と

あ
り
、
壮
行
会
に
は
町
長
を
は
じ
め
議

会
議
員
や
地
元
の
人
達
が
集
ま
り
、
町

を
あ
げ
て
杉
岡
選
手
の
出
場
を
お
祝
い

し
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
記
事
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

3
回
連
続
出
場
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
後
に
開
催
さ
れ
た
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
合
わ
せ
る
と
、
計

4
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
の
稲い
な
み見
萌も

ね寧
選
手
や
、カ
ヌ
ー

の
松ま
つ
し
た下

桃も
も
た
ろ
う

太
郎
選
手
な
ど
、
町
に
キ
ャ

ン
パ
ス
が
あ
る
大
学
に
在
籍
す
る
方
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
大
会
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
選
手
を
応

援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

とねまち
プレイバック

昭和43年
10月発行
広報とね


